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当院の概要

●病床数：３２４床（一般病床：２５３床、亜急性病床 ：１９床、

感染病床：４床、療養型病床：４８床）

●入院基本料：７対１看護

●主な指定：ＤＰＣ対象病院・日本病院機能評価機構認定病院

管理型臨床研修病院(奈良県東和病院群研修プログラム)・

●職員数：正職員３７０

非常勤職員１１０

（平成23年2月末現在）



１．事業推進の方法



職員への啓発活動（説明会、講演会）
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２．当院の

ワークライフバランスの考え方



１．結婚、出産、育児、介護などライフイベントによる離職

を防止したい！

２．継続的に育成し、医療の質を確保したい！

３．継続的に雇用し、経営の安定を図りたい！

４．社会福祉法人として、地域に貢献したい！

当院の現状

当院の離職率： 平成20年は17.4％、平成21年は15.4％

社）日本看護協会調査 全国平均12.6％ 奈良県平均13.8％

離職によるキャリアの断絶、継続教育が困難

入院基本料７対１基準の維持が危機的状況

上記１～３の理由による地域医療の質の維持困難



①働きやすい職場環境を整備します

②安心して長く働ける職場を提供します

③再就職しやすい制度を整備します

支援事業推進で取り組むこと



地 域 社 会

職員の家族

当院のワークライフバランスの考え方

今いるあなたを大切にします今いるあなたを大切にします

職 員 働きやすい職場環境

家族との関わり

医療の質と雇用の確保



大切にするための「年代別支援」

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代

仕事、自己

啓発、友達

家族（ﾊ ﾟ ｰ ﾄ

ﾅｰ、子供）、

仕事

家族（ﾊﾟｰﾄﾅｰ、子供、両親）

仕事、生涯学習、地域

ﾊﾟｰﾄﾅｰ、両親、仕事、

生涯学習、地域

キーワードは、「お互いさま」

育児支援・復職支援

介護支援・復職支援

地域社会活動支援

自己学習支援

余暇の充実支援



当院の具体的な支援策

育児育児育児育児 介護介護介護介護

自己自己自己自己

学習学習学習学習

地域地域地域地域

活動活動活動活動

余暇余暇余暇余暇

充実充実充実充実

１．短時間正職員制度 ○ ○ ○

２．子の看護休暇制度 ○

３．日勤限定勤務支援

（夜勤専従職員の確保）

○ ○

４．保育サポート ○ ○

５．介護休暇制度 ○

６．有給休暇取得促進 ○ ○ ○ ○ ○



３．具体的な支援策と効果



現場ニーズの実態把握

�職員満足度調査の実施

・調査対象者：当院の全職員

・調査方法：無記名自記入式アンケート

・調査内容：回答者属性、個別項目の評価と重視度、

自由意見

・調査時期：平成22年11月中旬

・配布回収数：アンケート準備枚数･･･500件、有効回

収数･･･468件

�現場職員からのヒアリング（随時）



職員満足度調査結果の概要

以下の５項目で評価

①総合満足度

②勤続意向 （今後も勤務し続けたいか）

③推薦意向（職場を知人や友人に紹介したいか）

④推薦意向（患者として他者に進めたか）

⑤患者満足度（他院に比べての満足度）

ワークライフバランスに関しては、

②勤続意向（今後も勤続し続けたいか）

③推薦意向（職場を知人や友人に紹介したいか）

に焦点をあて、分析、対応策を講じた



総合評価



自由記載意見及びヒアリングより

…ワークライフバランスに関すること

「院内での保育施設に関する要望」

「夜間保育があればよい」

「病児保育があればよい」

① 有給休暇の取得に関する記載

「取得しづらい」

「有給休暇を堂々と取れる職場風土にしてほしい」

「時間休暇を取れるようにしてほしい」

② 保育施設に関する記載



育児支援策

介護支援策

余暇充実支援策



育児支援策

① 育児休業後の短時間勤務

及び短時間正職員制度

② 子の看護休暇制度

③ 日勤限定勤務（夜勤専従職員の確保）

④ 保育サポート

⑤ 復職支援プログラムの強化



① 短時間正職員制度



短時間勤務と短時間正職員制度

０～１歳６カ月 １歳７カ月～３歳未満 ３歳以上小学卒業（１２歳）

育児休業

制度

育児休業後の

時短制度

正職員 正職員

時短のままだと・・

パート職員
退退退退

職職職職

育児休業

制度

育児休業後の

時短制度

短時間正職員制度

正 職 員

これからは・・・



短時間正職員制度の概要

１．子の養育（満１２歳に達した年度の３月末まで）

２．介護（要介護状態で、同居し扶養している家族）

３．その他（キャリアアップや自己研鑽など）院長が認める

場合

週当りの所定労働時間が２７時間以上３７時間未満

※就業時間は個別に決定。原則として時間外勤務は行わせない。

当院に勤務する全職員（医師、パート含む）・新規採用者

適用の範囲

適用の理由

勤務の時間



基本給・・・労働時間に応じて割合で支給

手 当・・・家族手当、住宅手当は、正職員と同額。

職務手当、勤続手当、危険手当は、労働時間に応じた

割合で支給

通勤手当は公共交通機関を利用した場合、１カ月の

通勤定期代金と往復の交通費×勤務日数の金額比較

をした結果の低額を支給。

月例の給与

労働時間に応じた割合と人事考課の結果で支給

賞 与

労働時間に応じた割合で勤務年数を算出し、支給

退職金

健康保険、厚生年金保険、雇用保険、労働保険に加入

社会保険など



短時間正職員制度の導入と申請状況

�平成23年1月より院内にて募集

�各所属長に申請案内を配布

�育児休業後の短時間勤務者12名に対して、

部門長より詳細を説明

�新規採用者募集時に告知

◎育児休業後の短時間勤務者１２名のうち１名（看護師）より

申請あり。4月1日から適用。

◎4月入職予定の看護師１名に適用。

４月に２名の短時間正職員が誕生します！



② 子の看護休暇



当院の制度概要

取得対象 小学校就学始期までの子を養育する職員

取得条件 １．入職６ヵ月以上勤務の者

２．１週間の所定労働日数が３日以上の者

概 要
病気や怪我をした子の世話、子の予防接種や

健康診断を受けさせるために、当院の就業規則

第５８条に規定する年次有給休暇とは別に、子

１人の場合は１年間につき５日、２人以上の場合

は1年間につき１０日を限度として看護休暇を付

与



当院の「子の看護休暇制度」の特長

取得した休暇は、「有給休暇」扱いとする。

参考：

平成２２年に労務行政研究所が実施した『育児・介護休業等に関する実

態調査』（回答２８７社）より

65.7％が「無給」。「一部有給」も5.7％とわずかで、企業規

模が300名未満の企業では、71.7％が「無給」。



③ 日勤限定職員の支援策

（夜勤専従職員の確保）



夜勤専従看護師の募集

�募集方法

院外（ハローワーク・ホームページ）および院内

�勤務体制について

◎済生会他病院および周辺病院を調査

◎勤務時間および勤務日数の検討

�処遇について

◎雇用形態（正職員、短時間正職員）の検討

◎賃金（月給制、日給制）の検討



夜勤専従看護師の採用例(１)

� 内科・皮膚科の混合病棟 （定床：50床）

� 育児休業明けの看護師が集中しており夜勤者が確保できに

くい。

� 短時間勤務者（9：00～16：45）が４名、そのために夜勤の負

担が他のスタッフにかかっている。

� 夜勤者数３名（月曜日のみ深夜4名）

� 採血患者が多い（30名～40名）

配置した職場環境



� 看護職経験15年目

� 重症病棟から配置換え（1月4日付け）

� 1月7日から夜勤専従開始

� 1月は136時間（17回）就労

� 健康面・疲労の蓄積状況についても問題はない

� 12月に家庭の事情で退職を希望。昼間自宅にいたいとの理由。

� 専従制度について説明、夜間勤務申し出があり実施。

採用した夜勤専従看護師

� 現状は家庭の問題解決と同時に家を購入することになり充

実して仕事をしているとのこと（本人より）

� 現場では、夜勤専従者の臨床経験や人間関係など信頼性

が高い。

配置後の様子



夜勤専従看護師の採用例(２)

� 脳外科・泌尿器科混合病棟（定床：44床）

� スタッフはほとんどが独身者

� 夜勤人数 2名

配置した職場環境

� 看護職経験 3年目

� 平成２３年３月から開始

� 夫の仕事の関係で準夜勤務のみ試行

� 夫からは仕事をやめるように言われているが、本人は勤務

継続希望。

採用した夜勤専従看護師



�時間外の病院全体の管理者（師長）

� 3月から試行

�各所属の師長の管理当直が4回に減少

夜勤専従看護師の今後の展開

管理者（師長）の日中の

マネジメント業務の強化

管理当直の専従採用

次世代

の

育成



④ 保育サポート



当院の子育てサポートに関する現状

� ０～６歳未満の子女のいる職員数 7１名/266名（27％）

� 育児休暇から復帰した時期

� 復帰後に仕事を継続するために活用したい制度

看護職員２６６名にアンケートを実施。（平成23年1月13日）

１歳に到達したとき ２４％

１歳２カ月に到達したとき 11.6％

１歳３ヵ月～３歳 64.4％

短時間勤務制度 ４８％

法定時間外労働の免除 １９％

看護休暇 ９％

所定外労働の免除 ７％

その他・特になし １７％



院内保育所の設置 １８６名

夜間保育所の設置 ６３名

病児保育の受け入れ ８２名

学童保育の設置 ５６名

� 仕事復帰後の必要な支援

� 保育施設を確保するときの条件

（立地）

（体制）

病院に近い １４９名

自宅に近い １０８名

実家に近い １４名

延長保育がある １３１名

熱がある子供の保育 １０６名

病児保育 ７２名

自然災害警報への対応 ４９名



子育てサポート行動計画（中期目標）

� 病院で夜間保育をするかまたは保育所に委託する

� 週に１回２４時間保育室をオープンする

� 金曜日の準夜勤務と土曜日の深夜勤務の時間帯に保育

� 保育室の確保

� 保育士と保育料の確保

夜間保育の実現に向けての行動計画

開設目標

２３年度オープン



病児保育実現に向けての行動計画

第１ステップ

病児保育実践医院をモデルにする

第２ステップ

・院内の病児保育施設の設置

・自然災害時の緊急保育の実施



⑤復職支援プログラムの強化



実践研修室での実践トレーニング

当院では、育児休業など長期休暇後に実践体

験ができる研修室を完備しています。

★実際の病室設備を

使った実践トレーニン

グが可能。



介護支援策

１ 介護休業後の短時間勤務

２ 短時間正職員制度

３ 介護休暇制度

４ 復職支援プログラムの整備



余暇充実支援策

有給休暇取得促進支援

1   自己学習休暇制度

２ 地域活動休暇制度

３ アニバーサリー休暇制度

４ 連続休暇制度

５ 学校行事参加休暇制度



当院の有給休暇取得の現状①他院比較

【表 済生会病院 有給取得率一覧表】

病院名 取得率 病院名 取得率

1 ＮＥ 56.4% 15 ＫＭ 20.5%

2 Ｎ２ 51.1% 16 ＦＯ 19.1%

3 ＷＫ 41.0% 17 ＡＴ 18.5%

4 ＳＲ 40.0% 18 ＭＷ 18.3%

5 ＮＲ 35.4% 19 ＴＯ 17.8%

6 ＮＫ 35.2% 20 ＯＴ 16.9%

7 ＨＧ 34.1% 21 ＴＢ 16.7%

8 ＫＧ 26.7% 22 ＧＳ 16.0%

9 ＮＯ 26.0% 23232323 中中中中 和和和和 14.1%14.1%14.1%14.1%

10 ＫＨ 24.5% 24 ＹＧ 13.1%

11 ＫＨ 24.0% 25 ＫＺ 12.0%

12 ＳＯ 23.4% 26 ＴＹ 9.50%

13 ＳＭ 20.8% 27 ＴＯ 8.1%

14 ＭＳ 20.8% 全 体 24.4%



当院の有給休暇取得の現状②院内比較

医 師 4.9%

看護部 13.8%

薬剤部 6.9%

放射線科 24.7%

検査科 0.0%

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 22.7%

臨床工学・視覚・

栄養科

20.9%

事務部 22.6%

施設科 13.0%

病院計 14.1%

平成21年就労条件総合

調査（厚生労働省実施

n=4406）

年次有給休暇の取得率

は47.1％300～999人規

模で44.9％

職員満足度調査の自由

意見より、「有休がとりづ

らい」という意見が看護職

全体の約15％であった。



具体的な有給休暇取得５つの促進対策

１ 自己学習休暇制度

自分の知識や技術を高めるために有給休暇を

取得できる制度。

２ 地域活動休暇制度

ボランティア活動、町内会の行事など社会活動

に参加するために休暇を取得できる制度。

３ 連続休暇取得制度

土日や祝日を有給休暇と繋げて、最大４日間の

連休を取得できる制度。



具体的な有給休暇取得５つの促進対策

４ アニバーサリー休暇制度

自分の決めた大切な記念日に休暇を取得できる

制度です。記念日は毎年変えることができる。

５ 学校行事参加休暇取得制度

子または孫の学校行事に出席、

参加するために休暇を取得できる制度。



取得促進のためのポスター



有給休暇取得促進対策後の効果

H22.1 H23.1 H22.2 H23.2

有給取得日数 66日 107107107107日日日日 101日 80.580.580.580.5日日日日

５つの有休休暇制度 ― 1111日日日日 ― 17171717日日日日

合 計 66日 108108108108日日日日 101日 97.597.597.597.5日日日日

休暇の種類 H23.1 H23.2

自己学習 0 4

連続休暇 0 0

学校行事 1 9

地域活動 0 1

アニバーサリー 0 3

合 計 1 17



４．職員への啓発活動



ワークライフバランスの啓発

～ 講演会の開催 ～

�開催日：平成22年11月22日（月）18:00 ～ 19:30

� テーマ：ワーク・ライフ・バランス

～職員にも病院にもメリットのある

職場づくりを目指して～

�講 師：

九州大学大学院

医学研究院保健学部門

看護学分野基礎看護学

准教授 原田博子氏



ワークライフバランスの啓発

～ 説明会の開催 ～

�開催日：平成22年12月9日（木）18:00 ～ 19:00

�対 象：全職員

�説 明：推進委員会

�内 容：

①モデル病院に選定されたこと

②当院のワーク・ライフ・バランスの考え方と

実現のキーワード

③具体的な各支援策

④ワーク・ライフ・バランス実現による

当院の目指す姿



説明会の様子

新たな取り組みに熱心

に聞き入っていました。

大勢の職員が集まりま

した！



５．ワークライフバランスを通じて

当院が目指す姿



ワークライフバランスは、病院運営の“一施策”

患者･利用者の信頼と満足

患者･利用者のリピート化

患者患者患者患者････利用者利用者利用者利用者へのへのへのへの

サービスの向上

設備の充実

(建物･機器･備品)

病院病院病院病院・・・・施設施設施設施設のののの

経営の安定

スタッフスタッフスタッフスタッフのののの

職務達成感

安心して働ける

職場の提供

職務内容の充実

知識・技術の向上

社会貢献

地域医療地域医療地域医療地域医療・・・・介護介護介護介護

●職能資格制度

●成長ブックの活用

●目標管理制度

●人事考課制度 ●研修制

度

●目標管理制度

（業績/数値目標）

●賃金制度

●メンタルケア

●ハラスメント対策

●ワーク・ライフ・バラン

ス

の推進

●賞与制度 ●表彰制度

●昇進・昇格制度

●人事考課制度●面接制

度



ワークライフバランスの実現

仕事と生活を両立するためには

仕事と生活の偏りのない時間配分が必要

日 々 ････ 時間外労働の縮小

月 間 ････ 振替休日の完全消化

年 間 ････ 有給休暇の取得促進

業務の効率化、業務の改善

部署内・部署間の連携強化

現
場
の
人
事
管
理
が
大
切
！

（
管
理
者
の
役
割
の
再
認
識
・

管
理
者
の
再
教
育
の
実
施
）



今後取り組まなければならない課題

� メンタルヘルス対策の取り組み

�全職員が機会均等に制度を利用できる環境整備

�短時間正職員の人事考課と目標管理制度の運用



ご清聴ありがとうございました


